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Ⅰ．「2008年度学校評価(自己評価)及び2009年度学校関係者評価」の課題を受けて

２００８年度から学校評価を実施しているが、「2008年度学校評価(自己評価)2009年度学校関係者

評価」の中で、次の三点を重点課題とした。それぞれについて１年間の短い期間ではあるが、取り組

み状況について明らかにしたい。

課題１ 高校、中学の補習など学力を充実させる取り組みを改善し、更によいものにすること。

６年間一貫の教育を目指す本校の学力充実については、中高の教員で組織される学力検討

委員会で様々な論議を続け、方策を検討している。その中で、ゆとり教育で育ってきた中学

生の「自分で学ぼうとする力」が弱くなってきている問題が指摘され、２０１０年の４月よ

り、土曜日の最終授業である３限授業終了後、中学生全員で４０分間の自習時間を持つこと

を開始した。それぞれ自分が取り組みたいと思う教材を見つけ、取り組むことで、学習への

集中力が養われると期待している。

課題２ 教科授業の更なる充実を意欲的に進めること。

授業評価を実施し２年目を迎えるが、２００９年度の授業評価の以下の４項目について

質問Ａ．先生は、年間の授業計画を説明し、計画通り行っていると思いますか。

質問Ｂ．先生の説明は、はっきりして分かりやすく、テンポよい授業だと思いますか。

質問Ｃ．先生は、私語に適切に対処し、クラス全体の一体感を持たせていると思いますか。

質問Ｄ．先生の授業を受けて、教科（科目）内容に、より興味を持てるようになったと思いますか。

質問Ａ、Ｂでは４ポイント、質問Ｃでは５ポイント、質問Ｄでは６ポイント上昇をした。

それは授業評価を生かすよう教員が努力をした結果であると言える。

課題３ 教室棟、チャペルの耐震工事が終了し、他の施設についても確認をする。

大阪女学院南校舎は１９９６年に改築、大阪女学院北校舎は２０００年、毎朝の礼拝を

行っているヘールチャペルは２００４年に耐震化も含め改装工事を実施した。体育館、図

書館棟は耐震診断を終了し、特に緊急を要する状況ではないが、数年後の実施に向けて鋭

意検討中である。

Ⅱ．「2009年度学校評価(自己評価)及び2010年度学校関係者評価」

【学校評価(自己評価)について】 (大阪女学院中学校・高等学校 学校評価委員会)

２００８年度から学校評価を実施をしているが、０８年度のような自己評価の基礎になる詳細な生

徒アンケートは３年に一度とし、２００９年度は前年度との学年推移を見たい項目、また新たに質問

したいものに限って生徒アンケートを実施し、学校評価の資料とした。また、すべての授業について

の授業アンケートは昨年と同様に４項目について実施し、本評価では全ての教科の合計を中学校、高

等学校毎にまとめたものを基に教科学習の評価を行った。

【学校関係者評価について】(大阪女学院中学校・高等学校 学校関係者評価委員会)

２００９年度に実施された学校評価(自己評価)を受け、下記のように学校関係者評価委員会を組

織し、学校関係者評価を行った。

(１)学校関係者評価委員会

学識経験者 １名 (委員長)

本校保護者代表 ３名

本校同窓会代表 ２名

陪席 中学校校長、高等学校校長、中学校教頭、高等学校教頭、

(２)学校関係者評価委員会 委員長 学識経験者 有澤慎一氏(日本キリスト教団八尾東教会牧師)
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(Ａ)キリスト教教育、解放(人権)教育による人間教育

自己評価

『本校はキリスト教主義の学校として、礼拝

や宗教行事等の様々な機会を通して、「すべての

ものは、それ自身で存在しているのではなく、

神様によって創造されて存在していること」「あ

なたを含め、人間一人ひとりが、神様にとって

大切な存在として愛されていること」を皆さん

に伝えようとしています。そのような学校の方

針を理解していますか。』(質問１)の質問を

２年続けて行ったが、今回の結果は中学

生の７２％が肯定的回答であり、高校生

は８８％が肯定的回答であった。

それを学年別の推移でみると、高校生に

なると急激に学年が進むにしたがい肯定

的回答率が高まっていることがわかる。

「 朝の礼拝（チャペル・クラス）によって、自分の生き方や他者との関わりかたについての考えが深められている

と思いますか。」(質問２)の質問については中学生で５０％、高校生で８０％が肯定的回答をした。

成長過程での礼拝が、自分の生き方や他者との関わりに大きな影響を与え、（質問１）と同様に高校

入学後の著しい精神的成長を示す結果となっている。

宗教教育の質問の３つ目「宗教行事（修養会

・伝道週間・訪問行事等）によって、自分の生き方

や他者との関わりかたについての考えが深められて

いると思いますか。 」（質問３）においても同

様の傾向が見られるが、2009 年度の中学３

年の肯定的回答率が低いことの原因分析を進

めると共に、高校入学後の飛躍的な成長を期

待しつつ、今後の推移を注目して見ていきた

い。

解放(人権)教育の『本校の解放（人権）教育

は「人権を尊重（自分を生かし、他の人を生かすこ

と）できる人間の育成」を目的として行われていま

す。そのことをどの程度理解していますか。』（質

問４）についても、中学２年生の多感で、周

囲の環境を批判的にみる時期には、一旦、肯

定的回答は減少し、その後上昇に転ずる推移

が明らかになっている。また宗教教育におい

ては肯定的回答率の低かった中学３年生が、

人権教育については大変高い回答率を示して

いることが、大きな特徴である。

その傾向は「あなたは、お互いの個性を尊重し、違いを認め合うことができるようになったと思いますか。 」（質

問５） 、「学年の解放（人権）HRを中心に行われた解放（人権）教育のテーマを通して、知識と人権感覚が身につ

いたと思いますか。 」（質問６）においても全く同様の推移を示しており、いずれも高校３年生が９０

％を越える肯定的回答をしていることは生徒達の精神的、人格的成長に沿った結果と言えるであろう。
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学校関係者評価

○質問１～６において高学年になるほど高い肯定的回答率になっていることは良い結果である。

○質問１～６までの結果について中学２年→中学３年の結果が特異であり、学校の分析は必要だが、

肯定率が低いのは自分に正直に向き合っている結果であるとも言えるし、昔から各学年のカラーは

あり、その違いととらえてもよいのではないか。

○中学２年→中学３年の多感な反抗期を迎えているという理解が必要だ。

○２年間の推移であるが、続けて６年間の推移を見てみたいと思う。

○宗教教育についての中学１年→高校３年の推移は、昔の在学生の時の成長プロセスと同様だと思う。

○宗教教育の教材について、牧師の立場からみて理解しやすいよい教材が使用されていると思う。

○質問５の個性を認め合うことができる校風は昔からであり、それに基づき自分の意見を表現できる

生徒が多いことが本校の特色である。時代によっては自分の意見を言いにくい時もあったと思われ

るが、「意見を言うことは生きることだ」という考えは創立者の理念でもあったと言える。

○生徒達の気風について教師が伝統として意識をしていなくても、地から湧き出てくるような雰囲気

に生徒も教師も包まれている。

(Ｂ)様々の行事、生活指導等を通じてよりよい人間関係を構築する

自己評価

次に本校の生活指導について、昨年度は

との感想を質問した結果、中学で５３％、高校で４７％が指導

は適切であるとのアンケート結果であったが、今年度は「本校の生活指導

では、基本的な生活習慣（遅刻、片づけ、身だしなみなど）や、社会のルール、公

共のマナーを身につける事を重視しています。みなさんは自分でどの程度出来てい

ますか。 」（質問７）と、生徒各自がマナーを守っていると思っている

かについて調べた。その結果、中学全体で８１％が肯定的回答をし、高

校全体では８８％であった。この約１０年間の「約束したことは守ろう」

との生活指導の取り組みの成果が表れてきているといってもよいであろ

う。

また、昨年と同様の「本校の先生は、生徒の悩みの相談によくのってくれて

いると思いますか。」（質問８）との質問を行ったが、学年によって肯定的

回答率のバラツキはあるものの、中学１年から中学２年には回答率が減

少することは、大人を批判的に見るようになる思春期特有の結果である

といえる。この時期を大切に乗り越えることが、生徒達の成長にとって

大切であろう。

学校関係者評価

○今回は学校行事についてのアンケートはないが、体育大会や文化祭(バ

ザー)など、いつの時代の生徒も十分に謳歌し、それが大切な伝統に

なっている。

○体育大会の応援合戦など全員で同じ動作を繰り返し行うことに、疑問

も感じたが、盆踊りの楽しさと同様だと知り、納得できた。

○学級崩壊や発達障がい等が教育界で大きな問題になっているが、質問

７の生活指導を含めた先生方の指導力を若い先生方に伝え、育ててい

く必要があると思う。大阪女学院で支援教育委員会が開かれ、サポー

トルームが設置されていることは良いことである。

○質問７の「社会のルール、公共のマナーを大切にできているか」との質問に、

中高で８５％程が肯定的回答をしているが、中学生では年齢的にマナ

ーについてイメージできているか、疑問である。具体的マナーについ

てアンケートをとると、異なる結果になる可能性がある。
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○質問８「本校の先生は、生徒の悩みの相談によくのってくれていると思いますか。」について、「悩みの相談

にのる」以前に教師に相談しようと思わない生徒が多いのではないか。したがい、この質問の回答

率について有為であるとはいえないと思う。

○昔よりも教師が忙しすぎて、生徒達と雑談を交わす余裕が少なくなっていることが、相談しないこ

ととつながっていると思われる。

○悩みを言語化することは訓練が必要であり、それを身につけていくことが成長であるといえる。

(Ｃ)教科学習、国際理解教育、図書教育による豊かな学力と進路

自己評価

本校は中学から高校に内部進学する際に、

普通科文系、普通科理系、英語科の各コース

に分かれることになるが、「高校に進学する際の

コース選択についてよく考えていますか（考えまし

たか）。 」（質問９）との質問に、中学では肯

定的回答が中学１年６３％→中学２年８０％

→中学３年８４％と学年が進むにしたがいコ

ース選択の意識は高まっている。しかし、コ

ース選択直前の中学３年で１６％の生徒が否

定的回答であったり、それを注視し、進路指

導を進めて行く必要がある。

また「 高校を卒業したあとの進路について考え

ていますか。」 （質問 10）との質問には、Ｊ１

の５０％からＳ３の９６％まで学年が進むに

したがい、肯定的回答率は高くなっている。

本校は国際理解教育の一貫として、高校１年夏期休暇中にアメリカ２カ

所、ニュージーランド１カ所で希望者対象の海外研修を実施している。研

修参加率は約３５％であるが、「現在高校１年生を対象に海外研修を実施していま

す。そのことにより、国際理解が深められていると思いますか。」(質問 11)との質

問には高校全体で８３％が肯定的回答をした。

昨年度に続いて、教科学習について生徒による全授業のアンケートを実

施した。

「先生は、年間の授業計画を説明し、計画通り行っていると思いますか。 」(質問Ａ)

との質問に７９％が肯定的回答をし、昨年度より４ポイント上昇した。ま

た「先生の説明は、はっきりして分かりやすく、テンポよい授業だと思いますか。」(質

問Ｂ)では７２％が肯定的回答で、やはり４ポイントの上昇。

「先生は、私語に適切(てきせつ)に対処し、クラス全体（分

割クラス）の一体感を持たせていると思いますか。」(質問

Ｃ)では７０％が肯定的回答で５ポイントの上昇。

「先生の授業を受けて、教科（科目）内容に、より興味を

持てるようになったと思いますか。」(質問Ｄ) では６３

％が肯定的回答で３ポイントの上昇であった。各

教員の努力により全ての教科の回答率が上昇した

といえる。また今年度は「あなたは先生の授業を集中

して受けていますか。」(質問Ｅ) を質問に加えたが、

中学全体で８１％、高校全体で８２％が肯定的回

答であった。

質問Ａ．先生は、年間の授業計画を説明し、計画通り

行っていると思いますか。

(肯定的回答の％の推移)
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学校関係者評価

○高等学校の進路指導として、高校１年の夏に各クラスグループで希望大学にオープンキャンパスに

参加させる取り組みは、生徒が自分で進路を考える大変良い効果を果たしていると言える。

○「高校に進学する際のコース選択についてよく考えていますか（考えましたか）。 」（質問９）について、特

に高校入学生は高校受験の際には偏差値の影響をうけて、コースを決定することになり、将来の夢

や希望だけで検討をしていくことは、実際にはなかなか難しい問題である。

○大学での就職難が取りざたされているが、大学で何の学問をするかより、卒業時就職できるかを優

先して進学先を選ぶ傾向があるが、仕方ないことであろう。

○文系Ⅰ型で関学や同女の協定推薦があるが、推薦入試をしないⅠ型の生徒が動揺するという心配が

あると思われる。

○現在の生徒達は安全の中で守られ続けて成長し、ハングリー精神、魂の叫びが弱い気がする。

○教師が授業力を高める研修や、お互いに学び合えるシステムを構築していく必要があるのではない

か。

○受験一辺倒のように思われがちな予備校の授業の中でも、生徒を感動させたり、心を引きつけるよ

うな授業があり学ぶところがある。

２０１１年度の課題

①生徒の学力を高める取り組みを更に充実させること。

②教師の多忙感を和らげ、余裕をもって生徒と対応できるよう検討をする。

質問Ｂ．先生の説明は、はっきりして分かりやすく、

テンポよい授業だと思いますか。

(肯定的回答の％の推移)

質問Ｃ．先生は、私語に適切(てきせつ)に対処し、クラ

ス全体（分割クラス）の一体感を持たせている

と思いますか。

(肯定的回答の％の推移)

質問Ｄ．先生の授業を受けて、教科（科目）内容に、

より興味を持てるようになったと思いますか。

(肯定的回答の％の推移)

質問Ｅ．あなたは先生の授業を集中して受けていま

すか。

(肯定的回答の％)


